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【報告】

米国スミソニアン研究所滞在報告

Report of the stay at the Smithsonian Institution, 1991-1992 

くAbstract>

高橋雄造*

Yuzo T AKAHASHI 

The author stayed at the Smithsonian's National Museum of American History as a visiting scholar 

from August 1991 to July 1992. Among some 20 museums and art galleries, the arts and industries 

Buillding, the National Air and Space Museum, the National Museum of Natural History , and the 

National Museum of American History devoted themselves to science and techonology. The Ameriｭ

can History Museum shows history of the United States in combination with progress in technology. 

Seemingly the museum strives to promote the re-unification of people in the United States making 

echibits of racial/ ethnic topics. From the beginning of its history, cooperation and contribution of 

private citizens provided the basis of the Smithsonian. The Smithsonian Institution performs some reｭ

markable activities other than the exhibits: volunteer, monthly Smithsonian Magazine, Associate 
Program, Corporate Membership, Smithsonian tours , and interns. 

1 .はじめに

1991年 8 月から 1992年 7 月まで文部省在外研究員

として、米国スミソニアン研究所の国立アメリカ歴

史博物館 (National Museum of American Hisｭ

tory, Smithsonian Institution) に滞在する機会を

得たので、スミソニアン研究所の概要をここに報告

したい。筆者による報告は、ほかに次のものがある。

( 1) Concluding Report of the Stay at the Naｭ

tional Museum of American History, 

Smithsonian Institution, 1992. 
( 2) Introduction to the History of High Voltｭ

age Engineering-Origin and reary develｭ

opment up to1930, 1992. 
( 3 )“高電圧工学史序説(1)一(四)"、電気学

会誘電・絶縁材料/電気技術史/放電/高電

圧研究会資料、

DEI -93-56/HEE-93-5, 1993; 

*たかはし ゅうぞう

ED-93-52/HV -93-14, 1993: 
ED-93-183/HV -93-91, 1993; 
ED-93-228/DEI-93-148, 1993; 
HEE-94-9, 1994. 

( 6 )“Smithsonian Institution をもっと楽しみま

せんか"、『ワシントン日本商工会会報』、

No.185， 1992年 1 月号、 pp.12-14.

( 7 )“電気からエレクトロニクスへー技術のヒー

ロー・エジソン、寸育報化社会への道"、朝

日新聞社版『旅の世界史(世界の歴史別冊)，n 、

9 号、 1992年、 pp.30-39.

これらのうち、( 1 )と( 2 )は公式の滞在報告書

であり、スミソニアン研究所・アメリカ歴史博物館

および文部省・東京農工大学に提出したものである D

( 3 )は( 2 )の和文版であって、計 7 回にわけで

電気学会研究会で発表した。

筆者の滞在中の研究テーマは上記( 2 )の高電圧

東京農工大学工学部、 干184 東京都小金井市中町 2 -24-16 
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工学史(高電圧工学は工学者としての筆者の専門で

ある)であったが、それとともにスミソニアン研究

所とは何かを知ることもこの滞在の目的であった。

スミソニアン研究所は巨大な組織であるだけでな

く、他の大学・研究所と異なって多様な性格をあわ

て持っている。そのさまざまな側面を知るには 1 年

間の滞在では不十分である。この報告も筆者の得た

知見の一部分を紹介することになる。

2 .スミソニアン傘下の博物館群

スミソニアンは米国の顔のひとつであり、 What

is the United States? と問うた時に、 Smith­

sonian! と答えることもできょう。スミソニアンは、

博物館・美術館の集合体である。傘下には20近い博

物館等がある。展示は年間を通じてほとんど無休で

あり、夏休み等は時間を延長して夕方まで聞いてい

る。傘下の博物館等をあげてみよう。

ー フリアー美術館 (Freer Gallery of Art) 

一 アーサー・ M ・サックラー美術館 (Arthur

M. Sacklar Gallery) 

一 国立アフリカ美術館 (National Museum 

of African Art) 

一 イーニッド・ A ・ハープト庭園 (Enid A. 

Haupt Garden) 

一 国際ギャラリー(International Gallery) 

ー工芸産業館 (Arts and lndustries Buildｭ

ing) 

ーハーシュホーン美術館と彫刻の庭園

(Hirshhorn Museum and Sculpture Gerｭ

den) 

一 国立航空宇宙博物館 (National Air and 

Space Museum) 

一 国立人類学博物館 (National Museum of 

Man) 

一 国立自然史博物館 (National Museum of 

Natural History) 

一 国立アメリカ歴史博物館 (National Muｭ

seum of American History) 

ー アナコスティア博物館 (Anacostia Muｭ

seum) 

一 国立アメリカ美術館 (National Museum 

of American Art) 

一 国立肖像美術館 (National Portrait Gal-

lery) 

ー レンウイツク・ギャラリー (Renwick Gal-' 

lery) 

ー クーパー・ヒュイット国立デザイン博物館

(Cooper Hewitt National Museum of 

Design) 

一 国立動物園 (National Zoological Park) 

一 国立郵便博物館 (National Postal Muｭ

seum) 

これらの大半は、ワシントン DC のモール地区(連

邦議会堂とワシントン記念塔にはさまれたプロムナ

ード)にある。さらに、計画が進行中の国立アメリ

カン・インディアン博物館 (National Museum of 

American lndian) がある。モール地区に大きな黒

人博物館 (African-American Museum) をつく

る案もある。国立美術館 (National Gallery) 、ケ

ネディ・センター(John F. Kennedy Center for the 

Performing Arts) 、ウィルソン国際学術センター

(W oodrow Wilson lnternational Center for 

Scholars) も、スミソニアン関連団体である。見学

者向けの公共施設ではない機関として、スミソニア

ンには、アメリカ美術古文書保管所・自然保護セン

ター・天文物理観測所・環境研究センター・熱帯研

究センター・理科教育センタ一等々がある。

筆者は工学者であるので、特に自然科学・工学系

博物館について詳しく見てきた。これらについてよ

見どころを以下に簡単に述べよう。世界の科学技術

博物館全体におけるこれらスミソニアンの博物館の

位置については、文献[ 1 ]一[ 6 ]を参照された

しユ。

まず工芸産業博物館は、 1879年の米国建国百年記

念フィラデルフィア博覧会の展示をなるべくそのま

ま移した所である。赤レンガの建物は、となりのス

ミソニアン本部(城のような形をしているので通称

をキャッスルと言う。スミソニアン研究所設立寄金

者スミスソンの棺や初代総裁へンリーの執務室があ

る)とともに古い雰囲気が味わえる。筆者が日本人

を案内した経験では、ここは若い人にも気に入るよ

うである。米国各州からの展示は、この国がまだ農

業国であったことを見せている。日本のブースは工

芸品ばかりで、隣接の中国やシャム(タイ)のそれ

よりもむしろ見劣りがする。この館では、各種蒸気
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機関・電信機・海底電信ケーブルやフランスからの

グラム発電機が見ものである。この館の雰囲気は古

いが、その一角では特別展示をしていて博物館最前

線と言うべき新しい(しばしばちょっと変わった)

展示を見ることができる。

国立航空宇宙博物館(1976年開館)については、

多言を要しないであろう。スミソニアンは知らなく

ても、エア・アンド・スペースなら行ったことがあ

るという日本人も多いだろう。世界中の大規模な総

合科学技術博物館の見学者数はそれぞれ年間数百万

人であるが、ここでは一千万人にもなろうと言う。

老若男女、米国人、外国人を問わずいつも多くの観

客で混雑している。ここでは宇宙開発における米国

の力を誼い上げているが、 20年以上をすぎて栄光の

展示も実は過去の記念物となる時期だとも思われ

る。この館の別館がガーパー施設 (Paul E. Garber 

Facility) が郊外にあって、航空機の修復・保存を

している。予約すれば一般の人も見学でき、ボラン

ティア(元パイロットほか)の人が 2 時間半も熱心

に説明してくれる。広島に原爆を落とした B29爆撃

機エノラ・ゲイ号がいま分解修理中で、近いうちに

ワシントン内のモール地区に展示されることになっ

ている。モールでのエノラ・ゲイ号の展示は、日本

でも必ずや話題になるであろう。

自然史博物館は、日本でいえば東京・上野の科学

博物館のようなところである。恐竜の展示は、日本

ではあまり見られないのでおもしろい。鉱物のセク

ションには、 45カラットの濃青色のダイヤモンド“ホ

ープ・ダイヤモンド"がある。ナチュラリスト・セ

ンターという部屋があって、アマチュア採集家が動・

植・鉱物を持ち込むと専門家が同定などの相談にの

ってくれる[8 ] 0 1991年に開展の“変化の種 (Seeds

of Change)" では、新世界(南米・北米大陸)の

発見が旧世界(ヨーロツノ'\')に政治・経済だけでな

く、食物・病気などを介して社会・日常生活の面で

深い影響を及ぽしたことを展示している。トウモロ

コシ・各種のイモ・ピーマンほかパプリカ・トマト・

スイカ・カボチャはいずれも米大陸原産であった。

軍隊を養うには穀物よりもジャガイモが便利で安上

がりであったから、ジャガイモの導入はヨーロッパ

の戦争を激しくして戦災をいっそう悲惨にしたと言

うこともできる。トマト味なしのイタリア料理など

想像し難いが、我々の考えるイタリア料理は実は新

大陸発見後につくられたものである。米国人はポテ

トチップやポップコーンがないとテレビを見られな

いと言われるが、この意味では米国人はヨーロッパ

人の後育であるよりも米大陸人である。この展示は

こうして、アメリカ人とは何であるかを広く問いか

けているようである。

国立アメリカ歴史博物館は、 1980年までは国立歴

史技術博物館と称していた。技術博物館でありなが

ら“歴史博物館"と名乗っているように、ここは歴

史と技術を約半分ず、つ扱っている。開拓・建国以来

のアメリカの歴史は、技術の発展と分かち難く結び

ついている。幌馬車によるフロンティアへの移動、

南北戦争における鉄道と電信の役割、大量生産を行

う大工場の出現、北部への黒人の移動(プランテー

ション労働から工場労働へ)、機械化農業、モータ

リゼーション、航空時代と、米国社会の変化は技術

の変化を抜きにしては語れない。日本では歴史とい

うと江戸期以前の近代技術のなかった時代を思い浮

かべるし、歴史と技術を同一の博物館で取り扱って

いるのは日本人にとっては奇異である。しかし、米

国の歴史と技術の特質がここにあることが、この博

物館を見ると良くわかる。

アメリカ歴史博物館の展示には、動力革命、交通、

輸送、農業機械、黒人の北部への移動、独立革命後

の市民生活、婦人・黒人・青年の参政権の歴史など

がある。さらに、最初の星条旗と国歌、ミニ・ホワ

イトハウス、歴代大統領夫人などの展示があって人

気を集めている。この博物館の特徴は、国民統合へ

の努力である。黒人やアメリカン・インディアン

(Native American) など少数人種のエスニツク

な展示に力が入れられているし、第二次大戦中の日

系米人の強制移住の展示も同様の文脈にある。女性

史と性差別にも、重点が置かれている。先に紹介し

た自然史博物館の Seeds of Change 展示と同じよ

うに、アメリカ歴史博物館の展示も科学・技術と社

会との相互作用について観客に考えさせようとして

いる。これらの展示を見て科学技術と社会との関係

を考え、また米国社会の特徴を知ることは、次世代

のアメリカ市民となる青少年にとって必要なことで

あろう。学校の学期中には、小学生から高校生まで

が展示の前でノートをとって宿題をやっている風景
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が至る所に見られる。エジソンを中心とした電力技

術の展示と、コンビュータ一時代の展示も、この博

物館の重点である( 8 )・( 9 )。これらについては、

~1.に示した『旅の世界史』のなかの拙稿も見られ

7こい。

国立アメリカ歴史博物館の展示はインターナショ

ナルというよりも、むしろドメスティックな性格が

強い。人種・少数民族・性差別の問題に取り組んで

国民の再統合を図ろうとするとき、国内を重視した

行き方になるのは当然であろう。この博物館では、

講演、音楽、工芸、料理等といった大小のイベント

を毎日のようにやっていて、楽しめる。

3 .スミソニアン研究所の歴史と特徴

スミソニアン研究所は、イギリスの科学者ジェイ

ムズ・スミスソン(James Smithson、 1768-1829)

が莫大な基金を遺贈したことから設立された。侯爵

の庶子として生まれ、ロイヤル・ソサエティの会員

であった彼が、一度も行ったことのない米国になぜ

遺産を贈ろうとしたか、その理由は明らかでない。

彼の遺志は、“人間の知識の普及と向上をはかるた

め"にスミソニアン研究所を創るということであっ

た。その遺志にかなう機関として大学などが考えら

れもしたが、結局、今日のスミソニアンがつくられ

た。設立時 (1864年)の初代総裁 (Secretary) は、

電気学者ジョセフ・へンリー(Joseph Henry: イ

ンダクタンスの単位へンリーは彼に由来する)がつ

とめた。

へンリーは、べンジャミン・フランクリンに次い

で米国 2 人目の civi 1i zed scientist と言われた人で

ある。そのへンリーを総裁に米国を代表する研究所・

博物館になったというと、スミソニアンのあゆみは

栄光の発展史であったように思、いがちである。事実

はそうではなく、スミスソンの基金を預けておいた

金融機関が破産して、大統領をつとめた上院議員ク

インシー・アダムスらの尽力で国庫から補填したり、

できあがった研究所の建物が火事で消失したり不運

も続いたのである。科学技術系の博物館についても、

現在のような陣容になったのは割合に近年である。

国立自然史博物館開館は1910年であるし、国立歴史

技術博物館(現在は国立アメリカ歴史博物館)がで

きたのは実に第二次世界大戦後も 1964年になってか

らであった。

スミソニアンは研究機関であるので、他の固なら

ば文部省のような行政府の一部に属すはずである。

スミソニアンはしかし、政府の三権のどれかの下に

あるのではなく、立法・司法・行政のすべてと関係

をもっている。すなわち、総裁を選ぶ最高機関であ

るところのスミソニアン理事会は、副大統領・最高

裁判所長官・上院議員 3 名・下院議員 3 名・それに

民間人 9 名から構成される。

スミソニアンの特徴に、官(公)と民の協力が挙

げられる。スミソニアン職員は大略六千人いるが、

それとほぼ同数のボランティアの人達が協力してい

る。ボランティアの伝統は、米国社会の成り立ちの

本質にかかわっているが、スミソニアンのボランテ

ィアも創立時代にさかのぽる。初代総裁のへンリー

が全国の気象観測愛好家に呼びかけて、各地の気象

状況を当時発展中の電信でスミソニアンへ送っても

らったのが米国の気象観測網の起源である。他の固

ならば、気象観測は政府か軍が何をおいても担当す

るところであろう。現在スミソニアンでは、ボラン

ティアの人たちが、動物園でのパンダのお見合いや

動物の出産・宇宙衛星の軌跡等々を24時間ウオッチ

している。こういう仕事は、サラリーマンである職

員ではできない。スミソニアンの博物館を見学する

と、案内デスク・ガイデットツアーの説明員など、

多くのボランティアが対応してくれる。これらおも

てに立つ人々のほかに、 behind the scene (舞台裏)

に多数のボランティアがいる。ボランティアがスミ

ソニアンに協力しているとか、ボランティアなしに

はスミソニアンが運営できないというよりも、ボラ

ンティアを前提としてスミソニアンが生まれたと言

うべきであろう。スミソニアンの予算の80%が政府

から、 20%が民間から出ているが、その割合以上に

民の重要性が高い。上記のように、理事会では民間

人が多数派である。スミソニアンは政府の機関であ

ると言うよりも、民の委託を受けて公が運営してい

るといえよう。スミスソンという民間人の遺産によ

ってできたという成り立ちは、現在のスミソニアン

に生きているのである。

スミソニアンの博物館を訪れると、家族連れの見

学者が多いことに気づく。スミソニアンの博物館は、

良き市民となるための場である。それは展示を見て

学ぶという教育を受ける受動態の場であるだけでな
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く、何らかのボランティアとして協力するという能

動態の場でもある。

“人間の知識の向上と普及をはかるため"に大学

でなく博物館をつくったという選択は、今日から振

り返ってみると極めて賢明であったと思われる。大

学は選別されたエリートを対象とするのに対し、博

物館は common people (普通の人)を相手にする。

工業化された現代社会は大企業をはじめとする巨大

組織のエリート達によって動かされているけれど

も、他方で一般大衆の動向や感性を考慮せずにはす

まない。博物館群をつくるというスミソニアンの選

択は、今日の大衆社会を予見していたかのようであ

る。人々が博物館を見学するとともにそこでボラン

ティアとして協力するという表裏の関係は、大衆社

会(マスであるがゆえに、人々はそれぞれ孤立する)

におけるナショナル・コンセンサスを形成する基礎

となるであろう。スミソニアンの果たす役割と可能

性は、第二次大戦後の現代、ことに最近において大

きいように思われる。

4 .スミソニアンの諸活動

スミソニアンには、見学者として博物館・美術館・

動物園に行っただけではわからない面がある。市民

の側から参加できるようなスミソニアンの活動を、

いくつか例をあげて紹介しよう。

4. -1.スミソニアンの友の会“アソシエート"

スミソニアンの友の会は、アソシエート・プログ

ラムと呼ばれる。スミソニアン機関誌である月刊

Smithsonian (スミソニアン・マガジンと呼ばれる

ことが多い)を定期購読するだけで、自動的に会員

になる。費用は年間22 ドル(米国外からは35 ドル)

である。友の会主催の講演会・音楽会(古いオリジ

ナル楽器を使うコンサートもある)などに参加でき

るほか、博物館ショップの割引がきき、自然史博物

館にある会員専用レストランが家族で利用できる。

友の会主催の旅行が年に230種(米国内80 ・国外150)

企画される。たとえば、サー・ウィンストン・チャ

ーチルの旅、鯨ウォッチング、中央アジアのキャラ

パン、ポルトガルの織物と工芸といったところであ

る。単なる観光だけでなく専門家のガイダンスを受

けつつ同好の士とともに自然に親しみたいとか、歴

史を知りたいという人々には好適であろう。

ワシントン DC 近辺の人々のためにレジデント・

アソシエート・プログラムがあって、さらに多数の

催しに出席できるようになっている。いろいろな種

類があって年会費が異なり、単独( 1 人) 40 ドル、

2 人(夫婦等) 50 ドル、家族会員55 ドルである。ビ

ジターを同{半することもできる。スミソニアンでは、

日本でいえばカルチャーセンターのような学校/講

習会や、児童生徒のためのサマースクールをやって

いるが、レジデント・アソシエートにはこれへの割

引の特典がある。レジデントのための機関誌 Asso­

ciate があり、会員に配布される。

友の会には、ウィメンズ・コミティがあり、クラ

フト・ショーやダンス・パーティなどを催している。

この婦人委員会には、外国人は少ないようである。

ワシントン DC および近辺には日本人は 1 万人以上

いるので、このスミソニアン婦人委員会にも将来は

日本人のアクティプなメンバーが現れることであろ

っ。

4. 一 2. スミソニアンへの寄付

スミソニアンの事業に共鳴する個人が、コントリ

ビューティング会員として寄付する制度がある。年

会費125 ドル、 300 ドル、 600 ドル、 1 ， 200 ドルと、い

ろいろなレベルがある。レベルに応じて種々のセレ

モニーに招かれるので、米国の各界の人々との交流

ができる。さらに上のレベルの寄金制度として年会

費2， 000 ドルのジェームズ・スミスソン協会(James

Smithson Society) があり、会員には特別の見学

ツアーや講演会などが企画される

最近できた企業会員制度には、日本の有力企業(電

気産業からも)が数社参加している。スミソニアン

と日本との交流は、今後この面でも拡大するであろ

つ。

4. -3. スミソニアン・マガジン

月刊 Smithsonian (スミソニアン・マガジン)は、

研究所発行の機関誌にしてはなかなか読みやすくて

楽しめる。毎号の発行部数は二百六十万とのことで、

これは米国人口の 1%に相当する数である。比較の

ために商業誌の主要なところを見ると (Fig.l を参

照されたい)、タイムが発行部数回百万である。こ

のほか、ニューズウィーク、スポーツイラストレー

テッド、 US ニューズ・アンド・ワールド・レポー

ト、マネー、ビジネスウィークといった週刊誌や、

ニューヨークタイムズ・マガジン、ヴオーグ、グル
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てきたことが、うかがえる。皮膚の色な

どによって分裂している米国民を統合す

ることは政治・経済の機関ではできず、

スミソニアンのような博物館・文化機関

を活用するということであろうか。スミ

ソニアン・マガジンの部数が1970年代に

急増したことは、ベトナム戦争終了期の

米国世論の分裂・国民統合の危機との関

連があったように思われる。このような

危機に対応するには、多様な性格を持っ

ていて大衆と接する博物館のほうが、大

学のように対象を限定した目的志向型の

機関よりも役立つはずである。スミソニ

アン・マガジンと米国社会との関連が示

すように、スミソニアンを観察すること

から米国社会の断面がわかる。

4. -4. ボランティア活動

スミソニアンにおけるボランティアの

役割については、先にふれた。花形は、

ガイデッド・ツアーの案内者(ドセント

とよばれる)である。ドセントになるに

は、相当に長期の講習に通わなければな

らなし」スミソニアンのドセントの資格

は、大学院修士号よりも値打ちがあると

も言われ、就職・再就職(米国では勤め

を変わることは普通である)のときに高

い評価の対象となる。日本人のドセント

はいないようだが、日系米人( 1 世)で美術の解説

の上手な人がいる。

ドセント・受付係以外のボランティアは、多種多

様である。特技さえあれば、高校生でも歓迎される。

筆者の見聞したところでは、海洋学にくわしいとい

うハイスクール生徒(男子)がボランティアに応募

して面接を受けていた。日本人では、ワシントン近

辺在住のハイスクール女子生徒が、国立アメリカ美

術館でボランティアとして写真史料の整理をしてい

た。筆者も、ボランティアとして和文英訳(日本・

朝鮮・中国の考古学・古美術資料の図説英訳)をし

た。日本人がスミソニアンでボランティアをしたい

と思っても、米会話が問題となる。若い高校生の方

がむしろ会話は強し功h もしれないし、ボランティア

活動歴はハイスクールでの点数にもなるので、この
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(スミソニアン研究所の好意による)
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メ、ザ・ニューヨーカー、ヴァニティ・フェア、ト

ラベル・アンド・レジャー等の代表的月刊誌にくら

べても、スミソニアン・マガジンは部数、読者層、

オピニオン・リーダーへの影響などでひけをとらな

い。スミソニアン・マガジンの場合、 1 冊を何人も

の人が見るであろうから、メディアとしての力は発

行部数以上にあるかもしれない。日本企業の広告は

少なかったが、最近増えているのはスミソニアン・

マガジンの重要性を日本企業が確認しはじめたこと

がらだろうか。日本の若い人にも、カラフルなこの

雑誌は受けるであろう。

スミソニアン・マガジンの毎号発行部数は1970年

には11万であったから、この20年間に20倍になった

わけである。以前はこの雑誌は、お堅い機関誌であ

った。スミソニアン自体がこの20年間に路線を変え
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ような一流のところで在米日本人高校生がボランテ

ィアをするのも良いと思われる。定年後と思われる

年輩のボランティアの人々も多く、国立アメリカ歴

史博物館では、受付係のほか、展示ルームで綿繰機

や円筒蓄音機等々をワゴンに積んで観客に熱心に説

明している人たちがいた。筆者が滞在した電気・近

代物理部門では、もと電気技術者であった人が電子

楽器テルミンを復元していた。

4. -5. インターン

スミソニアンの博物館で、記念物・標本の修復・

保存・展示などの勉強をインターンとしてすること

ができる。報酬はもらえないけれども、大学生の場

合は大学の単位となることがあり人気があるようで

ある。将来は、日本の大学生もスミソニアンに受け

入れてもらえるようになるだろうか。

5 .むすび

1994年には千葉県幕張メッセで、スミソニアンの

国立アメリカ歴史博物館と国立航空宇宙博物館から

出展して“アメリカン・フェスティパル"がひらか

れる。スミソニアンとの交流は日本人にとっても非

常に役立つと思われるので、スミソニアンへの関心

を多くの人が持つことを希望する。
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